
道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

日本一の
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めざして
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【サステな水源会議】の委員を公募いたします【サステな水源会議】の委員を公募いたします
　長期総合計画（平成１８年～平成２８年）が策定され、今年が中間年を迎えることになりま
した。村では、『日本一の水源の郷をめざし』これまでに取り組んだ事業を検証し、新たな施策
の検討をおこう機関として【サステな水源会議】を創設いたします。
　【サステな水源会議】では、急激な社会変貌に対し、村の将来像をどのように考えるか、住民
の意思の確認を行い、交流深まる横浜市や大学連携事業等から得た有識者の知恵を活用し、持
続的・発展的な地域づくりのため、具体的な施策の検討を行います。

　趣旨をご理解いただき委員としてご協力をいただける方、下記により公募いたします。

　①  公募人員　 ５名
　②  公募期間　 平成２３年７月１５日（金）まで
　③  応募要件　 村民の方で日中の会議にご出席いただける方
　　　　　　　　（年齢、男女を問いません。）

　④  応 募 先　 道志村役場　総務課

　①  公募人員　 ５名
　②  公募期間　 平成２３年７月１５日（金）まで
　③  応募要件　 村民の方で日中の会議にご出席いただける方
　　　　　　　　（年齢、男女を問いません。）

　④  応 募 先　 道志村役場　総務課

　長期総合計画（平成１８年～平成２８年）が策定され、今年が中間年を迎えることになりま
した。村では、『日本一の水源の郷をめざし』これまでに取り組んだ事業を検証し、新たな施策
の検討をおこう機関として【サステな水源会議】を創設いたします。
　【サステな水源会議】では、急激な社会変貌に対し、村の将来像をどのように考えるか、住民
の意思の確認を行い、交流深まる横浜市や大学連携事業等から得た有識者の知恵を活用し、持
続的・発展的な地域づくりのため、具体的な施策の検討を行います。

　趣旨をご理解いただき委員としてご協力をいただける方、下記により公募いたします。

～ 持続可能な村づくり会議 ～～ 持続可能な村づくり会議 ～

サステな水源会議
豊かな自然環境を活用し、自己完結型・
循環型の「モデル山村」づくりを

目指します。

新たな取り組み
自然環境の
保護と育成

新たな取り組み
大学連携事業
等の推進

新規事業の
開発

伝統文化の
掘起、継承

新たな取り組み
横浜市や

流域圏との連携

新たな取り組み
自然エネルギー

の開発

１　道志村は総合計画の政策実現の
　　ため具体的な施策の検討を行う
　　機関を創設します

２　新たな取り組みを重層的に
　　実施するために

３　総合計画２０１６年達成に向け
　　施策の見直し

４　人と自然の絆を深めた循環型・
　　自己完結型の『モデル山村』

豊かさの実感

【総合計画７の政策の実現】
美しい環境のむらづくり

安全な村づくり
新たな産業基盤の村づくり
交通基盤の整った村づくり
ぬくもりのある安心な村づくり

豊かな心と文化を育てるむらづくり
自立と協働の村づくり

日本一の水源の郷をめざして
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施　設　名

役場庁舎
中央公民館
消防庁舎

やまゆり
センター

医科・歯科
診療所

保育所

福祉センター
・プール

道志小学校
道志中学校

街路灯・防犯灯

・照明の間引き（約 40％削減）・消灯の徹底
・LED 蛍光灯の導入（役場・中央公民館）
・残業の縮減
・空調設定温度（28℃）の徹底
・クールビズの拡充
・ＰＣ等の省エネモードの徹底

・照明の間引き（約 50％削減）・消灯の徹底
・残業の縮減
・空調設定温度（28℃）の徹底
・クールビズの拡充

・照明の間引き（約 30％削減）・消灯の徹底
・利用者の様子を見ながら空調設定温度（26℃）の徹底

・照明の間引き（約 40％削減）・消灯の徹底
・残業の縮減
・利用者の様子を見ながら空調設定温度（26℃）の徹底
・調理器具の調整
・電子機器の使用時間を制限

・使用しない箇所の消灯の徹底
・ＰＣ等の省エネモードの徹底
・体育館・グランド等利用者へ節電を呼び掛け

・今回の節電はピークカットが目的なので、防犯の
観点から実施せず。（東電からの申し出により）

目　標　項　目
前年数値

７月〜９月
（月平均）

目標数値
７月〜９月
（月平均）

12,278kwh

1,455kwh

4,815kwh

2,566kwh

11,688kwh

3,230kwh
5,997kwh

−−

10,436kwh

1,236kwh

4,092kwh

2,181kwh

9,934kwh

2,745 kwh
5,097 kwh

−−

※施設の電力使用量を前年比較し、インターネットホームページで公開します。

夏季の道志村における節電計画について
３月１１日に発生しました東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の影響により、東京・東北電

力管内の需給力は大幅に減少しており国民生活や国の活力の源である産業活動にも悪影響を及ぼすこ
とが懸念されています。また、電力不足への対応や計画停電回避に向けた取り組みを行っているものの、

夏のピーク時（９時〜２０時）の電力使用量は極めて厳しい状況が見込まれています。
これを踏まえ政府は、消費電力のピークを迎える夏場に向けて国民的な節電目標（15%の削減）を定

め国民各層や産業界の理解と協力を求めているところです。
本村においても震災後、各職場において自主的な節電の取り組みを行ってきましたが、こうした背景

を踏まえ、村民への節電に対する理解を求めるとともに、住民サービスに影響を及ぼさない範囲で公共
施設の消費電力について、計画的な節電目標数値を定め公表いたします。

【対策】
１ 村民に対する節電への理解と協力

公共施設での節電対策や村民生活における節電対策について、理解と協力を求める。

２ 公共施設ごとの節電数値目標
公共施設における節電数値目標を、ピークカット（９時〜２０時での節電）を基本とし
昨年度の使用量から  15%削減  とします。
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０
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こ
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南
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に
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０
０
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０
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３
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４
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６
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隊
、
第
７
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１
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山
梨
県
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急
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助
隊
と
し
て
参
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ま
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。
私
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４
次
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し
３
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20
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か
ら
24
日

の
５
日
間
宮
城
県
の
気
仙
沼
市
に
出
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し

ま
し
た
。
道
志
村
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午
前
４
時
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出
発
し

本
署
７
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と
合
流
、
山
梨
県
隊
の
集
合
場

所
、
中
央
道
談
合
坂
Ｓ
Ａ
に
午
前
５
時
30

分
に
、そ
の
後
圏
央
道
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越
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関
東
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車
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東
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入
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入
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沼
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。東
北
新
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電
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る

の
と
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シ
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が
屋
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に
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あ

る
家
が
た
く
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あ
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し
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市
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は
走
り
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づ
け
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途
中
道
路
わ
き
で
頭
を
下
げ
る

（５）

山
梨
県
緊
急
援
助
隊
  第
４
次
隊
に
参
加
し
て

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所

人
や
、
手
を
合
わ
せ
る
人
の
姿
か
あ
り
こ

の
任
務
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
目
的
地

で
あ
る
津
谷
中
学
校
は
、
気
仙
沼
市
本
吉

町
（
平
成
21
年
に
気
仙
沼
市
と
合
併
し
た

人
口
約
１
万
１
千
人
）に
あ
り
ま
す
。海
岸

近
く
を
三
陸
鉄
道（
気
仙
線
）及
び
国
道
45

号
線
が
平
行
に
走
る
町
で
す
。
山
梨
県
隊

30
台
の
車
両
が
津
谷
中
学
校
を
目
指
し
走

行
し
て
い
る
と
、
目
的
地
ま
で
お
よ
そ
１

キ
ロ
位
の
地
点
に
入
っ
た
と
き
突
然
町
の

景
色
、雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
し
た
。津
波
で

倒
壊
し
た
建
物
や
、折
れ
た
電
柱
、田
ん
ぼ

の
中
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
車
な
ど
い
た
る

と
こ
ろ
で
悲
惨
な
状
況
が
と
び
こ
ん
で
き

ま
し
た
。
目
的
地
の
津
谷
中
学
校
に
到
着

し
た
の
は
、
午
後
５
時
頃
で
出
発
か
ら
約

12
時
間
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
第

３
次
隊
と
引
き
継
ぎ
、
交
代
式
を
行
い
テ

ン
ト
に
て
夕
食
 （
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
パ

ッ
ク
の
ご
飯
を
お
湯
で
温
め
た
も
の
）
を

と
り
、仮
眠
は
、津
谷
中
学
校
体
育
館
で
と

り
ま
し
た
。
停
電
の
た
め
午
後
９
時
に
は

仮
眠
に
入
り
ま
し
た
。
夜
中
余
震
の
た
め

東北自動車道の仙台ＩＣ付近の写真で地震の影響で至るところに
亀裂が入り緊急の復旧工事をしていました。



出
発
し
ま
し
た
。
以
下
活
動
現
場
写
真
及

び
被
害
状
況
写
真
で
す
。

捜
索
２
日
目
は
、
気
仙
沼
市
本
吉
町
二

十
一
浜
、菅
ノ
沢
地
区
に
入
り
ま
し
た
。捜

索
の
結
果
１
名
の
遺
体
の
発
見
、
収
容
を

し
ま
し
た
。

平成23年７月１日（６）

た
び
た
び
体
育
館
の
屋
根
が
激
し
く
揺
れ

た
の
で
、
持
っ
て
い
っ
た
ラ
ジ
オ
で
情
報

を
収
集
し
ま
し
た
。
午
前
５
時
30
分
に
起

床
、朝
食
後
午
前
７
時
30
分
に
活
動
隊（
ト

ビ
口
と
い
う
柄
の
先
に
鳥
の
く
ち
ば
し
の

よ
う
な
刃
が
つ
い
て
い
る
道
具
で
瓦
礫
な

ど
を
め
く
り
検
索
を
す
る
活
動
）
と
し
て

瓦礫の捜索状況 線路の損壊状況

捜索現場の気仙沼市本吉町小泉地区死者３０名　行方不明者３５名
至るところに瓦礫が散乱しており家の土台を残し壊滅状態でした。

気仙沼市本吉町、ＪＲ気仙沼線の陸前小泉駅周辺です。陸橋の上に津波で
流された家、右端に国道４５号線が途中で寸断していました。



（７）

7／23
午前中のみ診察

7／15

7／28
研修のため休診

7／24 7／25
休診

6／29

7／19
午前：胃カメラ

7／2
午前中のみ診察

7／11

7／67／5
午前：胃カメラ

7／47／3

7／207／18

7／1

7／9
午前中のみ診察

7／16
午前中のみ診察

6／30
研修のため休診

7／7
研修のため休診

7／14
研修のため休診

7／21
研修のため休診

7／29 7／30
午前中のみ診察

7／13

7／27
休診

7／12
午前：胃カメラ

7／26
休診

8／4
研修のため休診

7／31 8／1 8／5 8／6
午前中のみ診察

8／38／2
午前：胃カメラ

8／11
研修のため休診

8／7 8／8 8／12
代診予定

8／13
休診

8／108／9
午前：胃カメラ

8／18
研修のため休診

8／14 8／15
休診

8／19
代診予定

8／20
休診

8／17
代診予定

8／16
休診

8／25
研修のため休診

8／21 8／22 8／26 8／27
午前中のみ診察

8／248／23
午前：胃カメラ

9／1
研修のため休診

8／28 8／29 9／2 9／3
午前中のみ診察

8／318／30
午前：胃カメラ

7／10

7／17

7／8

7／22

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。
8月12日（金）、17日（水）、19日（金）は代診（午前または午後のみ）となります。
8月号に詳細を掲載しますので、ご確認ください。

6／26 6／27 6／28
午前：胃カメラ７

月
・
８
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
●今回は熱中症についてお話します。昨年ほどの猛暑にはならないにしろ、今年の夏は仕事場や
各家庭で節電が行われる機会が多いと思われ、周囲環境は暑くなり、熱中症の危険は高くなり
そうです。以下に熱中症の予防ポイントを挙げますので、是非実践してみてください。

＊高齢者や子どもなどは、周囲の人がサポートするようにしましょう。
立ちくらみ、めまい、こむら返り、吐き気、頭痛、全身倦怠感などがみられた場合には、涼しい場
所へ避難 し、 スポーツドリンク などで水分補給をして、頭を低くして 寝ながら 、氷のうや

アイスパックで 動脈部位（首の両側、脇の下、太もものつけ根）を冷やし ましょう。

●すでにご存じの方もいらっしゃるかと思いますが、8月11～20日まで、東日本大震災被災地
での医療支援活動のため、医師が不在となります。8/12（金）、17（水）、19（金）の3日
間は、都留市立病院から代診医を派遣していただき、午前または午後のみ（ま
だ未定です）代診予定とします。定期通院されている方は、休診日にかからないように前

もって長期処方をいたしますので、下記カレンダーを参照して頂き、早めの受診をお願いしま
す。村内の皆様には大変ご迷惑をお掛けしますが、何卒ご了承ください。

●発症しやすい日の外出や運動を避ける
●日傘や帽子などで直射日光に当たらない

ようにする　
●家では風通しをよくし、エアコンを上手

に活用する

●温度計を置いて気温をチェックする習慣
をつける

●こまめな水分補給
●規則正しい生活を心がける



６
月
３
日
に
は
、
交
通
安
全
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
低
学
年
が

「
さ
ち
か
ぜ
号
」
の
お
ま
わ
り
さ
ん

に
、
事
故
に
あ
わ
ず
安
全
に
す
ご
す
た

め
の
４
つ
の
約
束
を
人
形
の
「
ケ
ン
ち

ゃ
ん
」
と
一
緒
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
午
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
に
道
路
を
つ

く
り
、
信
号
機
も
設
置
し
て
の
自
転
車

教
室
を
高
学
年
が
行
い
ま
し
た
。
安
全

な
自
転
車
の
乗
り
方
が
身
に
つ
い
て
い

な
い
児
童
も
多
く
、
大
月
署
の
方
か
ら

注
意
を
受

け
て
い
ま

し
た
。
し

っ
か
り
ル

ー
ル
を
守

っ
て
大
切

な
命
を
守

っ
て
い
っ

て
欲
し
い

で
す
。

キャンプファイヤー

平成23年７月１日（８）

祖
父
母
参
観
を
６
月
10
日
の
午
後
に

実
施
し
ま
し
た
。
体
育
館
で
の
全
体
会

が
終
わ
っ
た
あ
と
、
各
教
室
で
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

１
年
生
は
「
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
づ
く

り
」
２
年
生
は
「
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
づ
く

り
」
３
年
生
は
「
昔
の
あ
そ
び
」
４
年
生

は
「
マ
イ
箸
づ
く
り
と
流
し
そ
う
め

ん
」
５
年
生
は
「
道
志
村
ク
イ
ズ
・
百

人
一
首
」
６
年
生
は
「
お
手
玉
づ
く

り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
学
習
す
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し

た
。
今
年
も
80

人
以
上
の
祖
父

母
の
方
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

５
月
19
日
～
20
日
、
森
の
コ
テ
ー
ジ

を
会
場
に
５
年
生
の
自
然
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。
準
備
を
し
っ
か
り
し
て
き

た
子
ど
も
た
ち
は
、
予
定
さ
れ
た
活
動

を
て
き
ぱ
き
と
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
的
様
ま
で
歩
き
な
が
ら
、

佐
藤
睦
先
生
か
ら
道
志
の
自
然
や
歴
史

に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
午
後
は
道

志
の
湯
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。
自
分
た

ち
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
、
思
い
切
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

次
の
日
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
た

あ
と
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
で
す
。
慣
れ
な

い
火
燃
し
や
カ
レ
ー
作
り
で
し
た
が
、

み
ん
な
一
生
懸
命
に
働
き
と
て
も
お
い

し
い
カ
レ
ー
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

秋
の
横
浜
訪

問
に
向
け
て

５
年
生
の
団

結
力
が
高
ま

っ
た
自
然
教

室
に
な
り
ま

し
た
。

学校だより 道志小学校 (第55号）

今
年
は
梅
雨
ら
し
く
雨
の
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
で
も
村
営
プ
ー
ル
は
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
声
で
い
っ
ぱ
い
で
、

一
足
早
く
夏
が
来
て
い
ま
す
。
今
年
も

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
長
田
先
生
の

指
導
を
受
け
た
後
、
学
年
ご
と
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
夏
本
番
に
向

け
て
ど
ん
ど
ん
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

●
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う

●
大
成
功
５
年
キ
ャ
ン
プ

●
水
泳
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た

●
交
通
安
全
教
室

びゅんびゅんごまづくり

流しそうめん よもぎだんごづくり

プールだいすきすぐに泳げるよ

ケンちゃんと一緒に

ネイチャーゲーム

自転車のルールを学びました



（９）

後期高齢者医療制度の保険料の納付について

※�昨年 8.5 割軽減や所得割 1/2 軽減などに該当、あるいは年度途中で保険料に変更等があった場合は
徴収方法昨年と変更されています。詳しくは各自郵送される通知をご覧ください。

仮　徴　収
４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

本　徴　収

前年度の 2月時の保険料（特別徴収され
た額）の金額が、この仮徴収額となりま
す。

平成 22 年中の収入により確定し、【確定
した年間保険料額－仮徴収分】を 3回に
分けて納めていただきます。

◎普通徴収の場合
年間確定保険料額を算定後、7 月から翌年 2 月までの年 8 回（8 期）にて納めていただきます。
普通徴収の場合には、納付書にて金融機関等で直接納めていただくか、口座振替をご利用できます。
口座振替を選択された方は、残高不足で振替不能にならないよう注意してください。

通知時期について
普通徴収の方は、７月中旬に通知いたします。（口座振替依頼書を同封）
特別徴収の方は、８月下旬に通知いたします。

ご不明な点等
ございましたら・・・ 道志村役場　住民健康課　後期高齢者医療担当まで

☎ 52−2113

後期高齢者医療保険料は、後期高齢者医療の資格を有する被保険者ひとり一人に賦課されます。

●保険料の決定について
平成 23 年 7 月に平成 23 年度後期高齢者医療保険料が決定されます。
保険料は平成 22 年中の年金や給与・農業・不動産といった収入に基づいて算定され、賦課期日
（原則 4 月 1 日）現在の世帯状況で、軽減（減額）賦課判定を行います。

●納付の方法
納付方法には、特別徴収（年金からの引き落とし）と普通徴収（納付書等により金融機関などで
直接納める）の方法があり、特別徴収には、仮徴収と本徴収があります。

◎特別徴収の場合
老齢・退職年金、遺族年金、障害年金等の受給額が年額 18 万円以上の方であり、介護保険料と
の合算額が年金受給額の 1/2 以下である場合、年間確定保険料額から仮徴収額を控除した額を
本徴収として年金から引き落としとなります。（表１参照）
年度途中で誕生日（6 月以降）を迎える方、転入してきた方などは年金からの引き落としの手
続きが整うまで普通徴収の方法により納めていただくこととなります。

※特別徴収は申出により普通徴収に変更することができます。

【表１】仮徴収と本徴収について
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農業用廃プラスチック
回収分類表

●後期高齢者医療の被保険者証が更新されます。
新しく交付される『後期高齢者医療被保険者証』の

有効期限は　平成２４年７月３１日 です。

新しい有効期限の保険証は 7 月下旬に簡易書留で送付します。

◎ 被保険者証の色は薄緑青から薄紫に変更されます。
◎ 新しい被保険者証は お手元に届いた日からお使いいただけます。

■ 後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証について
・既に認定を受けている方で今年度も適用要件に該当する場合は、引き続き交付させていただきます。
・後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証の色は昨年と同じです。

■ 有効期限の切れた『後期高齢者医療保険証』について
・道志村国保診療所・歯科診療所、又は役場住民健康課まで返還していただくか、はさみ等で細

かく裁断するなど廃棄処理してください。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の被保険者証について

ご不明な点等
ございましたら・・・

道志村役場　住民健康課　後期高齢者医療担当まで
☎ 52−2113

農ビ・ポリ・クサビ・肥料袋・育苗箱・苗ポット・ポリ花鉢など

分類 Ⅱ

分類 Ⅰ

防鳥ネット等・マルチ類・ブルーシートなど　※農協から処理代とし
て回収袋（１袋 500 円）を事前に購入してください。回収袋に入れて
ないものについては収集しませんので、出してはいけません。

農業用廃プラスチック収集について
農業用廃プラ（使用済みのマルチビニールやポリフィルムなど。）は、「廃棄物の処理および清掃等に関する法律」

によって排出者である農家自らの責任において処理することが義務づけられています。
この法律では、農業用廃プラをみだりに捨てたり、野焼きをしたりすると罰せられます。道志村では、これまでも農

業用廃プラの再利用を目的に収集しており貴重な資源のリサイクルに寄与しております。
次の注意事項をよく読んでルールを守りご協力ください。（分類 Ⅱについては有料の専用回収袋が必要となります。）

◎農業用廃プラは、役場前収集場所に指定日の 午前 7 時～10 時まで に出してください。それ以外の時間に
は出さないでください。

◎廃プラは、塩化ビニール、ポリエチレン系などの性質が違うので、種類ごとに分別して束ねてください。
処理機械の故障の原因となりますので、土砂は除去し、ゴミや金物などの異物は絶対に入れないでください。

◎梱包（荷造り）する時、分別 Ⅰは 10～15kg 程度にして、２箇所又は十字にヒモで結束してください。
分類 Ⅱについては、農協で回収袋を購入して入れて出してください。

▶ 収集場所：役場前 ▶ 収集日：７月15 日㈮　午前７時〜午前10時
▶ 次回収集予定：12 月頃になります 収集日以外には絶対に出さないでください！！

問合せ先：道志村役場産業振興課　農政担当 ☎５２−２１１４
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日本脳炎予防接種についてのお知らせです
日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったことをきっかけに、平成 17 年度から平成 21

年度まで、日本脳炎の予防接種のご案内を行いませんでした。
その後新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けられるようになってい

ます。
平成 7 年 6 月 1 日〜平成 19 年 4 月 1 日生まれの方は、４歳〜20 歳未満の間、いつでも日本脳炎の定

期予防接種を受けることができることになりました。

特例対象者

予　診　票

平成 7 年 6 月 1 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれの方
高校 1 年生（6 月 1 日生まれ以降）から 4 歳（年中）までの方

●平成 23年度対象者は、原則として
３歳：１期　初回接種
４歳：１期　追加接種

小学３年生・小学４年生
（平成 13 年４月２日〜平成 15 年４月１日生）

１期接種の機会を逃した残りの回数

●１期接種の機会を逃したこれ以外の方への１期接種は、ワクチンの供給も踏まえつつ、
次年度以降にご案内する予定ですが、希望がある場合は定期予防接種を行うことがで
きます。

●２期接種の機会を逃した方へのご案内については未定ですが、希望がある場合は９歳
以上であれば、定期予防接種を行うことができます。

接種者の利便性を考え、現在使用しています「学童予診票」も引き続き使用可能です

 小学生以上の方には、母子健康手帳等で、年齢の確認や接種状況の確認を行い、今後
に必要回数、および接種時期等の接種スケジュールについて説明し、必要な特例予診票を
交付します

お問い合わせは 住民健康課　 ☎５２−２１１３　出羽・伯耆・宮下まで

特例対象者

小学生以上の希望者には、
特例予診票 を交付します
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４月より、自衛官募集相談員として委嘱された方です。
２年間宜しくお願い致します。　　 佐藤　忠男（☎５２−２６５８）

平成 23 年度  自衛官募集案内
・当初の３ヶ月間は自衛官候補生（防

衛省職員）として教育を受けた後、
陸上は１年９ヶ月、海・空は２年９
ヶ月を自衛官（任期制）として任用

・２等陸・海・空士任用時に一時金
（176,000 円）を支給※自衛官在職
期間が１年３ヶ月未満で退職の場合、
償還金が発生します。

・在職中に各種資格免許の取得も可能
で、任期満了時に特例退職手当を支
給　また、選考により２年を１任期
として引き続き勤務可能

・部内選抜試験に合格後、陸曹（定年
制）に移行

・陸・海・空曹を養成する制度で定年
まで自衛官として勤務が可能

・３曹昇任後４年で幹部への受験が可能
・各種手当て・制服・作業服・食事な
どの支給もしくは貸与

・高校卒業後、最短でパイロットへ
・戦闘機・哨戒機・輸送機・ヘリコプ
ターのパイロットを養成

・事業用操縦手免許の取得が可能
・入隊から６年後、幹部任官

・「自衛隊中央病院高等看護学院」に
入学

・３年間の教育で看護師を養成
・全寮制で、入学金・授業料・宿舎費
は不要、食事・制服類は支給

・国家資格の合格率はほぼ 100%

・卒業時「学士」の学位が授与
・卒業後約１年間の教育を受け、幹部
に任官

・防衛大学校や国内外の大学で修士・
博士の取得が可能

・パイロットへ進むコースもあり、
宇宙飛行士選抜試験合格者も輩出

・優秀な総合臨床医の養成
・卒業後に約６週間の教育を受け、
医師国家試験に合格後幹部に任官

・過去５年間の医師国家試験合格率は
98%

・医学研究科で医学博士の学位取得も
可能

待遇・その他試験期日資　　格 受付期間募集種目

陸・海・空
自衛官候補生
（任期制）

18 才以上
27 才未満の者

高卒（見込み含）
21 才未満の者

８月１日
～

９月９日

９月５日
～

９月 30 日

９月５日
～

９月８日

９月５日
～

９月 30 日

男子
筆記試験９月 17 日
口述・身体検査後日
１日

女子
９月 24 日

○１次試験
９月 17 日

○２次試験
10 月６日～10 日
のうち指定した１日

○１次試験
９月 23 日

○２次試験（１日）
10 月 15 日～20 日

○３次試験（５日）
11 月 12 日～

12 月 15 日

○１次試験
10 月 22 日

○２次試験（１日）
11 月 19・20 日

９月 24・25 日

○１次試験
11 月５・６日

○２次試験
12 月 13 日～17 日

○１次試験
10 月 29・30 日

○２次試験
12 月７日～９日

陸・海・空
一般曹候補生
（定年制）

海・空
航空学生

看護学生
（男・女）

高卒（見込み含）
21 才未満の者、
高等学校長の
推薦等が必要

高卒（見込み含）
21 才未満の者

防衛大学校

防衛大学校

推薦

一般

部
隊
の
即
戦
力

パ
イ
ロ
ッ
ト
を

目
指
す
！

指
揮
官
を
目
指
す
！

医
師
を
目
指
す
！

看
護
師
を
目
指
す

第
一
線
で
活
躍

高卒（見込み含）
24 才未満の者

お問い合わせ先
（１）自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所

大月市御太刀２－８－１０　　�電話：０５５４－２２－１２９８
（２）自衛隊山梨地方協力本部　募集課

甲府市北新１丁目７－９　　　�電話：０５５－２５３－１５９１㈹
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●
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

任
期
満
了
に
伴
う
道
志
村
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
選
挙
期
日
等

告
示
（
立
候
補
届
出
）
 ７
月
５
日
（
火
）

期
日
前
投
票
　
７
月
６
日（
水
）～
７
月
９

日（
土
）（
場
所
：
道
志
村
中
央
公
民
館
）

投
票
日
　
７
月
10
日
（
日
）

選
挙
に
よ
る
委
員
の
数
　
12
人

※
立
候
補
者
が
12
人
を
超
え
な
い
場
合
は

無
投
票
に
な
り
ま
す
。

◆
投
票
で
き
る
人

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
調
整
し
、

３
月
31
日
に
確
定
し
た
「
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
」に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

選
挙
権
が
あ
る
方
に
は
、
投
票
所
入
場
券

を
郵
送
し
ま
す
。た
だ
し
、無
投
票
の
場
合

は
送
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

道
志
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５
４
‐
52
‐
２
１
１
１

道
志
村
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５
４
‐
52
‐
２
１
１
４

●
屋
内
プ
ー
ル
営
業
開
始

平
成
23
年
度
は
、
次
の
通
り
営
業
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
の
運
動
不

足
・
ス
ト
レ
ス
等
の
解
消
の
た
め
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

尚
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
水
泳
教

室
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

営
業
期
間
　
７
月
１
日
～
８
月
28
日

開
館
時
間
　
午
後
１
時
～
６
時

休
館
日
　
毎
週
月
・
火
・
水

※
但
し
、７
月
23
日
～
８
月
23
日
の
間
は
、

無
休
で
、
午
前
10
時
～
午
後
６
時
ま
で

営
業
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
　
☎
52
‐
１
０
２
０

屋
内
プ
ー
ル
　
☎
52
‐
２
５
９
８

●
７
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
等
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
７
月
12
日
（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
気
軽
に
作
れ
る
軽
食
や
お
や
つ
が

好
評
で
す
！

一
緒
に
作
っ
て
、
美
味
し
く
食
べ
な
が

ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◎
道
志
村
の
自
然
の
中
で
、
楽
し
く
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
し
ま
し
ょ
う

！！

日
時
　
７
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
～
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
集
合

場
所
　
両
国
橋
キ
ャ
ン
プ
場
　

内
容
　
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
川
遊
び

持
ち
物
　
水
着
・
浮
き
輪
・
サ
ン
ダ
ル
・

タ
オ
ル
・
水
筒
　
　

＊
同
行
の
両
親
で
水
に
入
れ
る
方
は
、
入

れ
る
準
備
を
お
願
い
ま
す
。

問
合
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
（
伯
耆
）

☎
52
‐
２
１
１
３

●
健
康
の
た
め
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
一
チ
ー
ム
５
名
以
上
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

尚
、
個
人
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

日
時
　
７
月
24
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所
　
道
志
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

応
募
チ
ー
ム
　
10
チ
ー
ム

申
込
締
切
　
７
月
15
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先
　
　

道
志
村
体
育
協
会
（
教
育
委
員
会
内
）

☎
52
‐
１
０
２
０

●
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
参
加
希
望

の
方
は
、
一
チ
ー
ム
４
名
以
上
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

尚
、
個
人
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

日
時
　
７
月
10
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所
　
道
志
中
学
校
体
育
館

応
募
チ
ー
ム
　
10
チ
ー
ム

申
込
締
切
　
７
月
７
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先

道
志
村
体
育
協
会
（
教
育
委
員
会
内
）

☎
52
‐
１
０
２
０

●
第
25
回
道
志
村
ホ
タ
ル
祭
り
開
催

！！

道
志
村
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
毎
年
恒

例
の
道
志
村
ホ
タ
ル
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
９
日
（
土
）
　
午
後
３
時
～

場
所
　
道
志
村
観
光
農
園

内
容
　
ホ
タ
ル
鑑
賞
、
ホ
タ
ル
か
ご
づ
く

り
、川
魚
の
つ
か
み
ど
り
、木
工
ク

ラ
フ
ト
、納
涼
花
火
大
会
、道
志
村

ミ
ニ
物
産
展

問
合
せ
先

道
志
村
観
光
協
会
　
☎
52
‐
１
４
１
４

●
第
80
回
横
浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー
に

参
加
し
ま
し
た

５
月
31
日
（
火
）
か
ら
６
月
６
日
（
月
）

ま
で
横
浜
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
80
回
横

浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー
に
「
横
浜
市
民
ふ
る

さ
と
村
」で
あ
る
本
村
を
周
知
し
、多
く
の

横
浜
市
民
と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
水

源
地
道
志
村
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
７
日
間

で
６
２
３
，０
１
６
人（
主
催
者
発
表
）の

来
場
者
数
が
あ
り
、ク
レ
ソ
ン
や
漬
物
、こ

ん
に
ゃ
く
、
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
等
の
特
産
品

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ
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の
販
売
を
通
じ
て
本
村
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、
多
く
の
市
民
に
本
村
を
訪
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
し
ま
し
た
。

●
義
援
金
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

道
の
駅
ど
う
し
で
は
、
店
内
に
義
援
金

箱
を
設
置
し
、
被
災
地
へ
の
支
援
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、５
月
末
ま
で
に
１
０
１
，７
０

８
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
被
災
地
へ
送
金
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
２
０
１
１
　
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

「
夏
休
み
陸
上
教
室
」
短
距
離

開
催
日
　
平
成
23
年
７
月
18
日（
月
）

受
　
付
　
午
前
９
時
　
※
雨
天
中
止

場
　
所
　
富
士
北
麓
公
園
陸
上
競
技
場

内
　
容
　
日
本
陸
上
競
技
短
距
離
強
化
コ

ー
チ
に
よ
る
講
義
及
び
実
技
指
導

対
　
象
　
県
内
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
１
０
０
人

申
込
方
法
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
、ま

た
は
窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。　

申
込
期
間
　
６
月
19
日
（
日
）
～

７
月
10
日
（
日
）

問
合
せ
・
申
込
先

㈶
山
梨
県
体
育
協
会
　
富
士
北
麓
公
園

管
理
事
務
所

☎
０
５
５
５
‐
24
‐
３
６
５
１

●
夏
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

日
時
　
７
月
13
日（
水
）～
７
月
16
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
　

場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

対
象
　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

相
談
内
容
　
　
　
　

１
　
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
の
相
談

２
　
育
児
相
談

３
　
教
育
相
談

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
相
談

申
し
込
み
方
法
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
　

（
締
め
切
り
は
７
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
）
　
　

問
い
合
せ
先

☎
０
５
５
３
‐
22
‐
１
３
７
８

●
健
や
か
樹
海
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
１
の
ご
案
内

青
木
ヶ
原
樹
海
の
豊
か
な
自
然
の
中
を

歩
く
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
の
解
放
と
歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
肌
で

感
じ
て
、
自
ら
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
７
日
（
日
）

午
前
８
時
半
～
午
後
２
時

集
合
場
所
　
富
士
五
湖
西
湖
野
鳥
の
森
公

園
（
富
士
河
口
湖
町
）

内
　
容
　
コ
ー
ス
（
３
種
類
）

①
風
穴
（
運
動
不
足
解
消
）
５
㎞
コ
ー
ス

②
風
穴
・
氷
穴
（
メ
タ
ボ
解
消
）

８
㎞
コ
ー
ス

③
風
穴
・
氷
穴
・
西
湖
（
健
康
増
進
）

11
㎞
コ
ー
ス

参
加
料

無
料

問
合
せ
先

県
庁
健
康
増
進
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
９
３

●
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

出
張
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座
の
ご
案
内

富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
、
職
場
内
の

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、希
望
す
る
場
所
へ
出
向
き
、精
神
科

医
師
、保
健
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る「
出
張
講

座
」や「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
行
い
ま

す
。
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
】

・
従
業
員
50
人
未
満
の
小
規
模
事
業

所
、
介
護
施
設
等

１
回
の
受
講
者
数
：
概
ね
10
人
以
上

【
申
込
期
間
】

平
成
23
年
６
月
～
平
成
24
年
３
月
ま

で
。な
お
、申
込
み
は
先
着
順
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
　

地
域
保
健
課

☎
０
５
５
５
‐
24
‐
９
０
３
５

●
夏
休
み
こ
ど
も
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室

「
夏
休
み
こ
ど
も
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
主
に
小
学
生
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
定
員
に
余
裕
が
あ
れ

ば
、小
学
生
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
　
７
月
17
日
～
８
月
14
日
の
土
・

日
・
祝
日

時
　
間
　
午
前
10
～
12
時
午
後
１
～
４
時

場
　
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
手
織
、
陶
芸
、
木
工
、
藍
染
等

参
加
料
　
３
０
０
～
１
０
０
０
円
程
度

問
合
せ
先

山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
５
‐
24
‐
４
４
０
６

●
「
深
城
ダ
ム
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
」
開
催

ダ
ム
に
親
し
み
、
ダ
ム
や
水
の
大
切
さ

を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ダ
ム
内
見

学
会
と
ボ
ー
ト
乗
船
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
８
月
12
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
最
終
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イ
ベ
ン
ト
内
容

・
ダ
ム
内
見
学
会

・
ダ
ム
内
部
の
探
検

・
ダ
ム
の
働
き
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
上
映

１
回
30
分
（
計
11
回
予
定
）

各
回
定
員
15
名

・
ボ
ー
ト
乗
船
会

１
回
20
分
（
計
16
回
予
定
）

各
回
定
員
４
名

※
雨
天
中
止
の
場
合
あ
り

予
約各

イ
ベ
ン
ト
予
約
優
先
・
先
着
順
予
約

受
付
期
間
：
８
月
11
日
ま
で
　
午
前
９

時
～
午
後
５
時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
せ
・
申
込
先

山
梨
県
深
城
ダ
ム
管
理
事
務
所

☎
０
５
５
４
‐
24
‐
７
０
６
２

●
多
重
債
務
相
談
窓
口

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、

無
料
の
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。
相
談
員
が
電
話
や
来
庁
さ
れ

た
人
か
ら
相
談
を
受
け
必
要
に
応
じ
て
法

律
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。

相
談
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
　
午
後
４
時
30
分

連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ

関
東
財
務
局
　
甲
府
財
務
事
務
所

多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

７月粗大ゴミの収集について
次の場所で粗大ゴミの収集を実施するので、ご利用ください。
当日は収集場所に回収業者がいますので、直接渡してください。
なお、粗大ゴミには収集できるものとできないものがありますので、確認してください。

善之木体育館駐車場
やまゆりセンター（唐沢体育館）

国道下　大駐車場
道志中学校グラウンド
道志小学校駐車場
みなもと体験館（旧久保分校）

駐車場
月夜野消防団詰所

７月 ３ 日（日）

７月１０日（日）

７月１７日（日）

７月２４日（日）

午前７時から12時まで

午前７時から12時まで

午前７時から10時まで
午前10時から12時まで

午前７時から10時まで

午前10時から12時まで

収集場所 収集場所 収集場所

※ 収集日と収集時間をきちんと守って、利用してください。

問い合せ先　道志村役場産業振興課　☎０５５４−５２−２１１４

第 61回“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

毎年 7 月は「社会を明るくする運動」の強調月間です。
「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行をした人の立ち
直りについてみんなで考え、犯罪や非行が起きない社会
をつくろうという全国で行なわれている運動です。

また、国とボランティアが力を合わせて、犯罪から立ち
直りを支えていくのが“更生保護”という活動です。本村
では 3 名の保護司が活躍しています。
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ヴァンフォーレ甲府
道志村・市川三郷町

合同ホームタウンサンクスデー

昨シーズンに引き続き「ＩＣＨＩＧＡＮ」をス
ローガンに戦っているヴァンフォーレ甲府から
招待チケット１００枚が道志村に贈られました。

ホームタウンである道志村のみなさんの応援
のかいもあり、清水エスパルスに１対０と勝利を
飾りました。
当日は、道志村の子供たちもピッチへと入場す

る選手をエスコートしたり、スポーツ少年団がフ
ェアプレーフラッグを持ち入場したりとヴァン
フォーレ甲府のサポートを行いました

エスコートキッズとして
参加した保育所児童

スポーツ少年団はフェアプレーフラッグを
持ち入場しました

虫歯のない園児・児童・生徒の
表彰、歯磨き指導を行いました
３歳児健診において虫歯のなかった３歳児、小中学

校歯科検診において虫歯のなかった小学６年生・中
学三年生に対して表彰を行いました。その後、常盤歯
科衛生士から歯の大切さ・歯の磨き方・適切な歯ブ
ラシ・染め出しを使用して歯の磨けていない部分の
確認等歯磨き指導を受けました。８０歳を過ぎても楽
しく食事ができることをめざして、一人でも多くの子
供たちが自分の歯を大切に手入れすることを続けて
ほしいと思います。

中学校三年（左上から）菅谷実和さん、佐藤美里さん
杉本舞夏さん、佐藤暖美さん、池谷拓真さん、
佐藤未由二さん、佐藤駿一さん

小学校六年（左から）杉本沙也歌さん、杉本真子さん
佐藤礼音さん、大田隆一さん　

三歳児（左から）佐藤芳保さん、佐藤秀虎さん、加藤三佳さん
白井穂花さん、深沢栞さん、志村海玖斗さん

（当日お休みの為、写真には写っていません。）
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善
之
木
地
区
、６
月
22
日
（
水
）に
長
幡
地

区
の
高
齢
者
を
対
象
に
「
元
気
で
過
ご

す
た
め
の
お
茶
飲
み
」を
行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
方
か
ら
は

「
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ

た
。
こ
こ
に
来
て
顔
を
合
わ
せ
て
話
を

す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
」「
家
に
居

て
一
人
で
ボ
ー
と
し
て
い
る
よ
り
こ
こ

に
来
て
皆
と
笑
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
き
か
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
か
ら
は
「
私
た
ち
の
方
が
元
気
を
も

ら
っ
た
。話
し
た
り
、笑
っ
た
り
、楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
た
。
若
い
人
も
高
齢

者
も
集
ま
り
、
一
緒
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
で
元
気
で
い
ら
れ
る
機
会
だ
と
思

う
。
」
と
意
見
が
き
か
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
が
お
互
い
に
刺
激
し

合
い
、
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
力
を

発
揮
で
き
る
機
会
と
な
れ
ば
と
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
他
地
区
で
も
開
催

希
望
の
あ
る
と
こ
ろ
は
住
民
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所
は
、
毎
月
第
三
水
曜
日

に
、
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

村
の
行
政
相
談
委
員
は
、
４
月
に
総

務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
西
和
出
村
地
区

の
長
田
達
義
さ
ん
で
す
。

行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
で
、
担
当

す
る
役
所
が
不
明
な
場
合
や
、
複
数
の

役
所
に
ま
た
が
る
問
題
な
ど
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
で
、相
談
者
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

久
保
地
区
の
集
落
支
援
員
鷹
林
壽
美

雄
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
よ
り
「
み
ん
な

で
し
ゃ
べ
ろ
う
」
を
、
５
月
26
日
（
木
）

11
時
か
ら
み
な
も
と
体
験
館
（
が
ん
ど

う
庵
）
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
く
に
住
ん
で
い
な
が
ら
普
段
話
を

す
る
機
会
も
な
く
、参
加
い
た
だ
い
た
14

名
の
方
々
も
久
し
ぶ
り
に
顔
を
会
わ
せ
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
会
を
続
け
て
い
き
ま
す

の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

元
気
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

介
護
予
防
教
室
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を

６
月
16
日（
木
）に
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
90
名
近
く
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。
講
師
は
、
渡
辺
ま
す
み
さ
ん

で
し
た
。
歯
の
大
切
さ
や
役
割
・
か
む

道志村トピックス

力
、
脳
を
刺
激
す
る
指
の
運
動
、
肩
の

運
動
、リ
ン
パ
節
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
、季
節

の
歌
な
ど
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
講
師

自
身
の
治
療
体
験
談
を
も
と
に
、
乳
が

ん
検
診
の
勧
め
の
話
が
さ
れ
、
み
ん
な

で
真
剣
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
ま
た
食

生
活
改
善
推
進
員
の
方
に
『
野
菜
の
減

塩
浅
漬
け
』
『
ク
レ
ソ
ン
の
蒸
し
ケ
ー

キ
』を
作
っ
て
い
た
だ
き
、昆
布
を
利
用

し
た
浅
漬
け
の
お
い
し
さ
・
ク
レ
ソ
ン

の
風
味
が
好
評
で
し
た
。

世
代
を
超
え
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
の
「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
」の
分
科
会
で
は
６
月
21
日（
火
）に

うどんづくりを行いました

相談を聞く長田相談員

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

み
ん
な
で
し
ゃ
べ
ろ
う
を
開
催

善
之
木
・
長
幡
地
区
高
齢
者

居
場
所
づ
く
り「
お
茶
飲
み
」

が
行
わ
れ
ま
し
た

介
護
予
防
教
室
・
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
！

多くの方の参加を頂きました

長幡地区お茶のみの様子
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７月24日から地デジ化が完全実施されます歳時記歳時記歳時記
まだまだ先の事と思っていましたが、いよいよ今月の24日か

らテレビの地上デジタル放送が完全実施されアナログ放送が終
了します。

村内においても各地域ごとに急ピッチで地デジへの移行工事
が行われ、この広報誌がお手元に届く頃には、ほとんどの地域で
地デジ放送をご覧になっている事と思われます。

地デジ対応テレビも一時期に比べ大分安くなり、「もう少し待
てばよかった」と思っている方も多いんでは無いでしょうか？

この度の地デジ化は電波の有効利用が一番の目的の様です。
今後どの様に使われるか見守っていきたいと思います。

白井　絢
��

花
�

ちゃん（東神地）

平成21年１月２１日生
父  一博さん　母  万里さん

クジャクサボテン
（月下美人）

西和出村
竹下　昌一さん

「育て始めて３年
ですが、今年初めて
花が咲きました。」

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

東
神
地
　
　
山
口
　
結�

�

輝�

く
ん

（
届
出
人
）山
口
正
幸

末
永
く
、
お
幸
せ
に
（
結
婚
）

釜
　
之
　
前
　
　
藤
原
　
光
生
さ
ん

富
士
吉
田
市
　
　
小
俣
　
沙
織
さ
ん

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

竹
之
本
　
山
口
た
き
の
ゑ
さ
ん

83
歳

（
５
月
届
出
）

慶

弔

秋山弘子（あきやまひろこ）
イリノイ大学で博士号取得。米国National Institute on Aging 
(NIA) フェロー、ミシガン大学社会科学総合研究所（Institute 
for Social Research）研究教授、東京大学大学院人文社会系研
究科（社会心理学）教授を経て、現在、東京大学高齢社会総合
研究機構特任教授。日本学術会議会員。専門＝ジェロントロジ
ー（老年学）。高齢者の心身の健康や経済、人間関係の加齢に
伴う変化を20年にわたる全国高齢者調査で追跡研究。近年は
地域を丸ごとお年寄りに優しいまちづくりにつくりかえる東京
大学のプロジェクトに携わり、柏市と福井市の2都市において
超高齢社会のニーズに対応するまちづくりにも取り組む。

場所：水源の郷 やまゆりセンター 
　　　　　　　　　（２階ふれあいホール）

「長寿社会のまちづくり」講演会
～高齢者がいつまでも住みなれた地域でいきいきと生活できるように～　　　　～高齢者がいつまでも住みなれた地域でいきいきと生活できるように～　　　　

講師：秋山弘子 氏  （東京大学特任教授・高齢社会総合研究機構）

２０１１年７月８日（金）

主　催　：　　　  道　志　村
後　援　：　（社）サスティナビリティ・サイエンス・コンソーシアム（SSC）　
　　　　　　　プラチナ構想ネットワーク　

開演：午後２時３０分～ （受付：午後２時～）


